
ＥＳＧ／ＳＤＧｓへの取組み



ＥＳＧ／ＳＤＧｓへの取組み未来へのとびら

● 百五銀行グループＳＤＧｓ宣言を公表し、取り組むべき「５つのマテリアリティ」を選定。

マテリアリティの決定プロセス

取組方針 ＤＧｓ

グループ ＳＤＧｓ宣言

百五銀行グループは「ＳＤＧｓ」を企業行動・経営戦略につなげ、

本業を通じた地域の社会的課題の解決と経済発展の両立を

図ることで、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

（Hyakugo Bank Group Sustainability Policy ）

５ つ の マ テ リ ア リ テ ィ を 選 定
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グローバルな環境・社会問題
＋

地域の環境・社会問題

マテリアリティ 取組方針 ＳＤＧｓ

地球環境･地域環境の

保 全

地域経済の創造

地域社会の

持続的発展

ダイバーシティ推進

経営管理態勢の強化

･ 環境保全や環境負荷低減につながる事

業 へ の 支 援 に よ り 持続 可 能な 地 球 環 境

の実現に貢献します。

･ 森 林 保 全 ･ 省 エ ネ 活 動 を 実 践 し 、 地 域

環 境の保 全と意 識醸成 をめざ します 。

･ お客さまの多様な課題やニーズに 応じ

た 金 融 サ ー ビ ス を 提供 し 、地 域 経 済 の

創造に貢献します。

･ 先進的な金融サービスを提供し、地域

企 業 の 付 加 価 値 向 上や お 客さ ま の 良 質

な資産形成をサポートします。

･ 地域社会の課題やニーズを敏感にと ら

え 、 事 業 活 動 お よ び 社 会 貢 献 活 動 を

と お し て 地 域 社 会 の持 続 的発 展 に 貢 献

します。

･ 次世代をささえる子どもたちへの教育

を 積 極 的 に 展 開 し 、活 力 ある 地 域 社 会

の実現に貢献します。

･ 多様な働き方ができる職場環境を基盤

に 人 材 の 能 力 を 最 大化 し 、働 き が い の

向上をめざします。

･ 多様なキャリア形成を可能にする社会

づくりに貢献します。

･リスク管理体制､コンプライアンス体制

の 強 化 ･ 充 実 に よ り 企 業 経 営 の 透 明 性

向上をめざします。

５つのマテリアリティと取組方針・ＳＤＧｓ目標との関係性

地域からの期待

百五銀行グループの
事業領域との親和性



ＥＳＧ／ＳＤＧｓへの取組み未来へのとびら

● ＳＤＧｓ推進委員会において、取り組むべき課題について検証と議論を実施。各部連携した取組みを推進。
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サステナブル経営体制

ス テ ー ク ホ ル ダ ー

お客さま 従業員地域社会株主

株主総会

取締役会

経営会議

ＳＤＧｓ推進委員会

ＴＣＦＤ部会 サステナブルファイナンス部会

経営企画部 ・ ソリューション営業部 ・ 営業開発部 ・ダイバーシティ推進部
百五総合研究所 ・ 百五管理サービス（特例子会社）

主な実行
セクション

環境保全活動計画（毎年） 環境報告（毎年） 統合報告書

各種勉強会資料 三重県主催諸会議への講師派遣 ＳＤＧｓ関連事業の受託

主な
アウトプット

2021年3月に
2部会を設置



未来へのとびら ＥＳＧ／ＳＤＧｓへの取組み

Ｅ Ｓ
Ｇ

●Ｅnvironment（環境）～環境への高い意識を持った取組み～

※再生可能エネルギー関連融資…太陽光発電、バイオマス発電、風力発電の合計。

資金供給（融資）の側面からの取組み

再生可能エネルギー関連融資残高推移

環境関連融資

プロジェクトファイナンス

（単位：億円）

20/3末 21/3末17/3末 18/3末 19/3末

317

164 198 246
319 396

406 390 366 344

570
588

612
663

713

企業の 環境配慮意識 の高まり

行内における環境への取組み

森づくり活動 「 百五の森 」 の推進

「 百五の森 」2006年スタート

三重県内で、森林整備活動に取り組んでいる

環境保全推進に向けた取組み

ＣＯ２ 排出量の推移

2013 2014 2015 2016 2017

7,7868,0247,869
8,6718,879

（ 単位 ｔ-CO2 ）

7,347

2018 2019

6,760

（年度）

2019年度実績

2013年度比
▲23%
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※経済産業省報告ベース



ＥＳＧ／ＳＤＧｓへの取組み未来へのとびら

● Ｓocial（社会）～ 地域社会の持続的発展に向けた取組み ～Ｅ Ｓ
Ｇ

ダイバーシティ推進

多様な働き方をする人材が活躍できる職場を創出し、働きがい・一体感のある組織をつくる

女性経営職の経営視点養成 女性管理職推移と目標 Well-being活動

従業員の働きがい向上により、

高品質なサービスを継続して

お客さまに提供できる環境を整備

女性支店長相当職以上の比率（人数）

女性係長職以上の比率（人数）

17.8％

（186人）
12.0％

（132人）

9.1％

(107人)
4.1％

(42人)

10％

20％

9.4％

（28人）

4.1％

(13人)1.4％

(4人)
0.3％

(1人)

24/3末21/3末15/3末10/3末00/3末

行動計画
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従業員

意識調査

ﾌｧｼﾘﾃｰｼｮﾝ

ｼｰﾄ還元

課題抽出

信頼

連帯感の

醸成

働きがい

の向上

企業価値
の向上

経営意思決定の場の多様性推進を

目指し、女性経営職を対象とした

経営視点養成プログラムを実施

役員との意見交換会

業務計画検討会への参加



未来へのとびら ＥＳＧ／ＳＤＧｓへの取組み

Ｅ Ｓ
Ｇ

● Ｇovernance（統治）～ コーポレート・ガバナンスの強化 ～

社外役員の選任・多様化によるガバナンス強化

コーポレートガバナンス会議 （任意の指名報酬委員会）

取締役会の意思決定

透明性 の向上

客観性 の向上

議長 社外取締役 から選出

社外役員比率

社外取締役比率 社外監査役比率

６０6人 2人 3人4人

社外 社内※ 2021年3月現在

社外役員による適切な関与・助言によるガバナンス強化

役 名 人 数

社内取締役 （ 代表取締役 ） 2

合 計 6

社外取締役 4

社外役員比率

４７8人

2人
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【今後の方針】

2020年６月に女性社外取締役を

１名選任しており、

社外役員の選任・多様化について

さらなる取組みを進める

【役割】

以下の事項について取締役会に助言

・取締役及び監査役の候補者に関する事項

・取締役の報酬等に関する事項

・その他経営に関する重要な事項

※ 人数は2021年3月現在

女性

１人

男性

％ ％

１人

7人

※ 社外役員は7名全員「独立役員」

４０
％


